
















要約:長期療養児とその家族が抱える心理的問題の疾病間で共通するものは、親子関係、

学業不振(学校問題)、疾病自体の予後を含めての不安などであった。病弱児教育は心理と

関連して極めて大きな問題を有しており、心理的問題を抱える患児の社会的予後調査結果

は良好ではなかった。心理的問題は心理に関わる医療スタッフの質・量と学習室やプレー

ルームなどの設備の有無により大きく左右され、長期療養児の治療経過と QOL の改善のた

めに、今回の研究で明らかになったソフト面、ハード面への対応が急がれる。


